
 モズはスズメとムクドリの中間くらいの大きさの小鳥です。て

がたんコースでは9月ごろから翌年の5月ごろまで、長い期間見る

ことができる身近な鳥のひとつです。今回はモズがつくる「はや

にえ」に注目して、てがたんコースの生きものの食べる・食べら

れる関係を見てみたいと思います。 

  

▲モズは鋭く曲がったタカのような嘴をもっており、これを使って
小鳥やネズミなどの大きな獲物も捕えることができます。 



モズの1年 はやにえって何？ 

  

 

 

 「はやにえ」はモズの仲間が秋から冬にかけて作る保存

食で、餌になる昆虫やカエル、トカゲなどの小動物を枝に

突き刺したものです。時には小鳥やネズミなどの大きめの

動物もはやにえになります。以下の写真は、てがたんコー

スで見つかったはやにえの例です。 

 

モズがどんなふうに一年を過ごしているのか見てみましょう。 

越冬地にやってくると、高

鳴きを行い、1羽ずつ 

なわばりをつくります。 

2月ごろから、雌は雄の縄

張りに入る形でつがいにな

ります。雄の縄張りの中で

1回目の繁殖をします。 

標高の高い地域や北日本に移動

し、2回目の繁殖をするといわれ

ています。 

雄と雌は別々の縄張り

で越冬します。 
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 はやにえは、モズが餌を探すときに止まる場所の近くの、

固い枝や針金などに刺さっていることが多いです。どこで餌

を捕りたいか、モズの気持ちになって探してみましょう！ 
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